
第３章
俳句の実践

ここでは俳句を詠むための実践を学びます。
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第３章
～俳句の実践～

第３章では、俳句を実践するためのポイントを説明
してゆきます。



この三つをポイントを中心に説明してゆきます。

俳句実践とは

「句会」 「俳句用語」 「表記」
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第３章
～俳句の実践～
No２ 俳句用語

俳句では、俳句特有の用語があります。
俳句は古くから伝承されて来た日本特有
の分野であり、未だに古い言葉との混ざり
合った部分があります。



俳句用語とは？

俳句特有の言葉であり用語です。

古い慣習や現代の新しい言葉など、言葉は日々変化しますので、俳
句には俳句特有の用語が便利です。
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例

季語

用語

投句：俳句を提出すること。応募すること。

選句：句会で俳句を選び出す事。

などなど、俳句を詠んだり鑑賞したりするために、便利な用語のことです。

日本は四季の美しい国と言われています。自然と共に生きて来
た日本人特有の季節感のある言葉のことです。



投句：俳句を応募すること

選句：俳句を選ぶこと

互選：俳句をそれぞれお互いに相互に選ぶこと

清記：投句された俳句を書き写すこと

選評：選句した句を批評すること

披講：集めた選句された句を詠みあげること

点盛り：披講された句の点数を付けること

季重なり：季語が一句のなかに二つ以上あること

無季：季語が一句のなかに含まれないこと

字足らず：十七文字に字数が満たないこと

字余り：十七文字より字数が多いこと

句またがり：５７５の３フレースの区切りがどちらかについて合わせて１７文字の場合のこと

破調：５７５の俳句のリズムが整わない場合のこと

＜覚えておきたい俳句用語＞



それでは次回は～俳句の実践～より「表記」に
ついてです。お楽しみに！
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